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プロジェクト成功の秘訣 

 

 皆様のプロジェクトの魅力的な見せ方、かつ、成功に導くためのコツなどをまとめてみました。クラウドフ

ァンディングは、プロジェクトをサイトに掲載しただけでは資金は集まりません。プロジェクト成功には、皆

様の熱い思いと、積極的なPR活動が必要不可欠です。ぜひ、本書を参考にしていただき、クラウドファディ

ングを成功させる準備をしていただけましたら幸いです。 

また、ご自身のテーマに似た「成功プロジェクト」をA-port内で探してみることもお勧めいたします。 
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-----------プロジェクト入稿----------- 

1.印象に残るタイトルの付け方 

タイトルは、キービジュアルとともに、あなたのプロジェクトの「顔」の一部となります。 

SNSで拡散された際に、表示されるものでもあります。一目で、どんなプロジェクトかがわかるタイトルをつ

けましょう。  

 

■タイトルは 40 文字以内でつけてください。 

（例）たった8分間のスティールパン演奏のため、60人で地球の裏・トリニダード・トバゴへ 

 

 ・人間が一瞬で確認できる文字数は限られており（1秒間に読める文字数は10文字程度といわれることも）、

ネットニュースの編集見出しなども、一瞬で何の記事かわかるように、13.5文字以内でまとめられています。 

・読みやすいところで“句読点や「」を入れて工夫”してみましょう。 

■人の関心をひき、インパクトのあるワード、時事的なワードを入れてください。 

■「支援してください」という依頼の言葉を使わず、プロジェクトの魅力を訴えてください。 

 

2.プロジェクトの「顔」となるキービジュアル（メイン画像） 

 プロジェクトの顔になるのがキービジュアルです。Facebookでシェアされた際も、このキービジュアルが

掲載されます。このキービジュアルの出来次第で、クリック率が変わります。 

 ・人や商品が入っている写真（明るく、洗練されたもの） 

 ・キービジュアルを見ただけでどんなプロジェクトかがわかるように、コピーを挿入 
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3.原稿の作り方のポイント 

プレゼン文書の目的は、プロジェクトを支援したいと思ってもらうことです。まずタイトルで関心を持

ってもらい、最初の要旨や概要の部分で大まかな内容を理解してもらうことが、最も重要です。内容が

整理されていて、簡潔で誰にもわかりやすいことが第一です。 

 

１．プロジェクト概要（ 「いつ」「どこで」「誰が」「何を」「どのように」するプロジェクトか） 

２．自己紹介（これまでの活動、作品など） 

３．プロジェクトを立ち上げる背景・理由 

４．募集するお金の使い道や、それによって実現したい事 

５．賛同者や社会にとってどんな価値があり、どういう効果を期待できるのか 

６．主なリターン（特典）についての説明 ※画像を入れてください 

７．想定されるリスク（スケジュールが遅れる可能性などのリスクや障害、その対策方法も） 

８．プロジェクトにかける想いや、ページを見てくれた人へのお礼 

９．写真を多めにいれて、文字だらけにならないようにしましょう 

10.メイン動画（キービジュアルに埋め込まれる動画です）を制作しましょう 

 ・起案者が出演し、プロジェクトを説明、支援を呼びかけてください 

 ・長さは３分以内をお勧めします 

 

４．リターン（特典）の設定 

リターンは支援者へのお返しのことです。「このリターンが欲しいから支援を決めた」という人も多くいます。

リターンを魅力的に設計することが、成功の鍵といっても過言ではありません。 

しっかりと考えていきましょう。 

 

１．「3,000 円」と「10,000 円」が人気の価格 

「3,000円」には手軽なリターンを、また、平均支援額の「10,000円」は魅力的に見えるリターンを用意して

みてください。 

２．リターンの金額幅は大きめに刻み、数は 10 個以内がお勧め 

リターンの数が多すぎたり、金額の幅が狭いと、それぞれの違いを判別する手間がかかり、選択が面倒にな

ります。また逆に少なすぎると選ぶ楽しみがなくなります。 

３．リターンを選ぶ人を想像しよう 

「このリターンはどんな人が選んでくれるのか」を具体的に思い描きながら、リターンの設計をしてみてくだ

さい。お知り合いの方から率直な意見も聞いてみましょう。 

４．起案者と仲間意識が持てるような体験型の特典も人気です。 

５．500 円、1,000 円のリターンに「支援者限定活動報告の共有」が定番になっています。 

＊活動報告については５P「活動報告」をご参照ください。 
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【注意事項】 

＊リターンのお届け日は、余裕を持って設定してください。」 

＊限定数を設定しすぎないようにしてください。 

＊リターンの変更はできませんのでご注意ください。 

＊実行確約型の場合は、目標金額が達成できなくても、すべてのリターンの提供が必要となりますので、気を

つけて設定しましょう。 

 

５．適切な目標金額の設定 

目標金額は、本当に必要な資金の最低額を設定しましょう。目標金額を早めに達成することでプロジェク

トに勢いが生まれます。達成後も、グングン支援が伸びる傾向にあります。 

 ・各リターンをどれだけ購入してもらえるかの試算もしてみましょう。（1,000円の購入者は30人、10,000

円は20人・・・など） 

【注意事項】 

＊A-portへの手数料（20％）も考えて金額を設定ください 

＊リターンに原価がかかる場合や、リターンの送料などにも注意して設定しましょう。 
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-----------プロジェクト開始前---------- 

６．プロモーションの事前準備をしよう 

どのクラウドファンディングサービスも、プロジェクトを掲載すれば自然と支援が集まるわけではありませ

ん。むしろ、起案者ご自身が熱い思いをもって PR 活動をすることが結果に直結します。PRが成功の明暗を

分けますので、プロジェクト開始前に、PRの準備を行いましょう。 

A-port事務局も相談に応じます！ 

目標額によって差がありますが、中期的な目標として、期間の 1/4 の間に少なくとも 30％達成を目指して

ください。また、24 時間以内に目標金額の 20％、30％達成という動きがあると、初めてあなたのプロジェク

トを見る人に、「人気のあるプロジェクト」という印象を与えることができます。 

 

１． メーリングリストを整理しましょう。 

学生時代の友人、お仕事の関係者も含め、協力をお願いできる人をピックアップして、メールアドレスをグ

ループ化しておきましょう。 

２．仲間への事前告知 

親しい仲間には、メールやSNSなどで、事前に、プロジェクトを実施することを伝えておきましょう。 

３．クラウドファンディングチームを結成（人数が多い程PRの効果が上がる）しましょう 

４．情報拡散ができるインフルエンサー（メディア関係者・ブロガー・著名人）のリストアップをしましょ

う。 

５．プレスリリースを制作し、送付先を一覧にしましょう（A-portスタッフも支援します） 

 ・ご自身のプロジェクトがどの媒体にマッチするかを考え、掲載されたら効果があると思われる媒体をリ

ストアップしましょう。 

６．可能であれば、プロジェクト開始時に仲間やファンを集めてイベントを開催しましょう 

７．プロジェクトの支援のためにチラシ、ポストカードを用意してみましょう。 

８．可能であれば、大口支援をしてくれそうな人、スポンサーのリストアップもしてみましょう。 
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-----------プロジェクト開始---------- 

いよいよプロジェクト開始。勢いよく風を吹かせよう!!  

７．プロモーションを実施しましょう 

プロジェクト開始と同時に、スタートしたことを、仲間に発信し、支援・拡散の依頼をしましょう。また、

事前にリストアップしたメディアへのリリース配信や、インフルエンサーにプロジェクト拡散の依頼も。SNS

を有効的に使いましょう。仲間内で、スタートを記念したイベントやパーティを開催して盛り上げるのも効果

的です。最初のスタートダッシュが肝心です！ 

＊メディア掲載については、ある程度、％が上がったところで掲載されたほうが効果的です。プロジェクト

を見に来ても、％が低いと、「人気がないプロジェクト」だと思われて、支援につながらない場合もあります。 

 

【Facebook】 

・個人ページだけでなく、プロジェクトの特設ページを作成しよう 

・プロジェクトのURLを記載して、支援を呼びかける投稿をしよう 

・投稿には常に画像などを入れて「いいね」「シェア」が獲得できるようにしよう 

 

【Twitter】 

・プロジェクトに関連する投稿を行っている人をフォローして、フォロワーを増やしておきましょう 

・ツイートの際は、必ずプロジェクトのURLを記載して、関連する投稿をしよう 

・投稿の最後にプロジェクトに関連するハッシュタグを入れよう 

・できる限り画像付きの投稿を行いましょう 

 

【動画】 

YouTubeやニコニコ動画、Vimeo 、Vineなどでアカウントを作り、動画でもプロモーションを行う。動画が

完成したらSNSと連携して投稿も。 

 

【活動報告】 

プロジェクトのページでは常に活動報告を行い、フレッシュな情報を発信しましょう。 

A-port内には、活動報告機能があります。クラウドファンディングの持つ機能の1つで、資金調達中の進捗状

況を伝えたり、資金調達後の報告などをしていただくことができます。ここに書いた内容は、サイトに掲載

される以外にも、支援者に直接メールが送られる仕組みになっています。また、支援者限定に設定すること

もできます。１～２週間に１回、活動することをお勧めいたします。 

８．プロジェクト実施中の「大切な」心得 

１． 支援者には24時間以内にお礼のメッセージを送ろう 

あなたプロジェクトに共感してくれた支援者には、その日のうちに、管理ページ内のメールで感謝の気持ちを
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伝えましょう。支援者とのつながりを大事にしていくことで、支援者があなたのファンとなり、

さらに強い応援者となっていく可能性もあります。 

 

２．中だるみの時期（中間地点）にリアルイベントや、ラストスパートの準備を 

中間地点は支援額がなかなか集まりにくくなります。そこで気落ちするのではなく、“ラストスパートの準備”

を行いましょう。 

・リアルイベントを開催して、新たな支援者を増やしていきましょう。 

・リリースを送信するなど、メディアへの働きをしましょう。 

・改めて支援の呼びかけをメールや電話などダイレクトにしてみましょう。いつか支援しようとして忘れてい

る人もいるかもしれません。支援の呼びかけは明確にしましょう。 

 

３．残り1週間までに50～70％達成を目指す 

スタートダッシュはもちろん、“ラストスパートも大切”です。“残り 1 週間までには目標金額の 70％”は集め

ておきたいところです。70％を超えると安心感が生まれ、プロジェクトの支援に勢いがつく傾向にあります。

早めにこの数字を達成できるようにしましょう。 

 

４．残り1週間をきったら、お祭りモードで盛り上げる 

最後の1週間が最も盛り上がります。この期間は、ありとあらやるPR活動をしてください。 

・「あと何日しかありません」「支援が必要」など明確に訴え、支援と拡散を呼びかけましょう。 

・残り日数を伝えながら SNSで発信しましょう。写真やビジュアルを使って投稿するのも効果的です。下記

ではラスト3日や目標金額大幅達成をわかりやすく表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「クジラ映画制作プロジ

ェクト」FBページより  

＊カウントダウンパー

ティの実施 

・可能であれば、関係者・支援者などを集めたカウントダウンパーティを開催し、最後の盛り上げにつなげて

みましょう。パーティで支援金が集まるだけでなく、仲間意識がグッと高まります。 



 

8 

 

-----------プロジェクト終了---------- 

９．クラウドファンディング終了からプロジェクト実行へ 

 

①感謝の気持ちを自分の言葉で伝えよう 

A-portへの掲載が終了したら、支援者へのお礼のメッセージを発信しましょう。活動報告でお礼の投稿をした

り、SNS上で結果報告を行いましょう。 

 

②プロジェクト実行までがクラウドファンディング 

・支援者にはプロジェクトの進捗状況を活動報告などで伝えていきましょう。（リターンの発送などについて

も、きめ細かにお伝えください） 

・クラウドファンディング終了後も、支援者と良好な関係を築いていってください。支援者はファンとなり、

あなたの夢の応援団となっていくことでしょう。 


